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       南病棟チームカンファレンス記録

平成18年　6月　20日　（火）

司会者　　清川　真澄　　　　　　　　　　　記録者　濱谷　香桜理
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜全体連絡事項＞

· 病棟日誌の捺印場所が以前の書式になっている事があります。訂正し直してから、回覧・印刷をする様徹底して下さい。

· 面会状況管理担当として、小向・鈴木が進めていく事となっています。面会が滞っている方、最終面会日などの管理を行っていって下さい。

· 6/28（水）介護訓練室に、婦人科診察台が設置される予定です。今週末までに環境整備を行って下さい。ベッドは観察室に設置し、マットレス二枚は面会室に設置する予定です。

＜連絡事項＞

感染対策委員会より　

· 西グループより、インフルエンザ罹患者が出ています。スタッフが媒介者とならない様手洗い・嗽を励行し、各自の体調管理を行なって下さい。

· ナマ物が痛み易い時期です。御家族からの差し入れなどのスタッフ預かりは少なくし、御家族に説明していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 浜中　トキエ様～本日から皮膚科の薬（ステロイド剤）が１×朝　２日分処方となって

　　　　　　　　　　います。引き続き、皮膚の観察、清潔保持に努めて下さい。田名部Ｄｒより、内科的治療は皮膚の状態を見てから検討していくとの事。又、ユニット移動に関しては特に状態に問題がなければ勧めていって構わないとの事です。

· 中村　松五郎様～両下肢（特に足背）の浮腫持続して見られており、利尿剤が継続処方　

となっています。引き続き、浮腫の観察を行っていきましょう。

· 永洞　恭子様～6/6～6/8の３日間抗生剤注射をし、服薬を止めて様子観察としていまし

　たが、小坂Ｄｒより効果が見られないとの事。6/9より、止めとしていた解熱鎮痛消炎剤、酵素製剤が本日の夕から再度処方となっています。引き続き、褥瘡処置（アズクロ）、褥瘡の観察を行っていきましょう。

· 板垣　富蔵様～左第１指の糜爛持続して見られています。両手の甲部にも同様の糜爛が

　　見られています。明日、皮膚科受診予定となています。

＜口腔ケア検討＞

　Ａユニット

· 永洞　恭子様～以前と同様に声掛けにて歯磨きを行っています。引き続き、食後に声

掛けし口腔ケア施行後はスタッフで口腔内を確認しましょう。

　Ｂユニット

· 橋本　　万様～口腔ケアセットをセッティングすると自ら進んで行う事出来ていますが、

濯ぎが不十分な様子です。自ら行っている事は評価していき、濯ぎの際はスタッフが口腔内を確認しながら一緒に行っていく事としています。

· 高橋　良一様～依然、歯ブラシを噛む行為や拒否する事が時折見られています。無理に

行うのではなく、時間を置いてスタッフで行っていきましょう。

· 田中　　清様～時間をかけて、食後に口腔ケアする事出来ており、不十分さも見られま

せん。歯磨き施行後は口腔内を確認していくと共に、依存的とならない様適度に声掛けを行っていきましょう。

· 峰田　満男様～食後レストランよりすぐ帰室してしまい、口腔ケアまでに時間を要して　　　　　　　　　　　　

います。根気強く声掛けし、歯磨きの際はスタッフで立ち会う様に関わっていきましょう。

· 上村　木一様～スタッフの声掛けにて、歯ブラシを手に持ちますが何をしていいか分か

らない様子で立っている事が多いようです。声掛けの際は、本人が行動しやすい様一つ一つの動作を本人に伝え、本人が困惑しないよう関わっていきましょう。

· 吉田　寿雄様～声掛けしなくても、自ら行う事出来ています。糖尿病で歯槽膿漏になり

やすい方ですので、適宜声掛けを行っていきましょう。

· 三浦　一男様～継続して経管栄養前にアイス棒での口腔ケアを行っています。自力で行

う事が出来ますが、不十分さがある為スタッフで半介助し継続して行っていきましょう。

· 荒谷　正毅様～声掛けが必要な時と、自ら歯ブラシを取りに来られ歯磨きを行なうなど

波が見られています。適宜声掛けを行っていきましょう。

　　　　　　　　　　　

